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〈
ア
フ
ガ
ン
の
大
地
に
水
と
人
の
「
道
」
創
り
し
仕
事
中
村
氏
逝
く
〉（
篠
原
俊
則
）

　

２
０
１
９
年
12
月
４
日
。
戦
乱
の
続
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
て
、
医
療
の
か
た
わ
ら

人
を
救
う
に
は
水
の
確
保
が
必
要
だ
と
の
考
え
で
井
戸
を
掘
り
、
カ
レ
ー
ズ
（
地
下
水

路
）
を
復
元
し
、
灌
漑
用
水
施
設
を
拓
い
て
い
た
中
村
哲
さ
ん
が
逝
去
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
大
地
に
命
の
水
を
拓
い
た
彼
の
功
績

を
辿
っ
て
み
た
い
。

山
田
堰
と
古
賀
百
工

　

筑
後
川
中
流
域
に
お
け
る
福
岡
県
朝
倉
市
山
田
に
位
置
す
る
山
田
堰
、
筑
後
川
の
水

を
そ
の
堰
か
ら
取
水
す
る
堀
川
は
、
１
７
９
０
年
（
寛
政
２
）
下
大
庭
村
（
現
・
朝
倉
市
）

の
庄
屋
・
古こ

が
ひ
ゃ
っ
こ
う

賀
百
工
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
、
現
在
も
農
業
用
水
が
送
ら
れ
、
一
部
の
水

は
堀
川
に
設
置
さ
れ
た
、
三
連
水
車
・
二
連
水
車
に
よ
っ
て
揚
水
さ
れ
る
。

　

鶴
田
多
多
穂
著
『
改
訂　

山
田
井
堰
堀
川
三
百
年
史
』（
山
田
堰
土
地
改
良
区
・
１
９
８
１

年
）
に
、
堰
の
特
徴
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
石
積
の
斜
め
堰
で
、
洪
水
の
洗

掘
を
回
避
し
、
取
水
の
安
定
を
図
る
た
め
、
取
水
口
の
間
口
を
広
く
取
り
、
河
道
全
体
を

斜
め
に
堰
上
げ
て
、
水
位
変
動
を
抑
え
、
土
砂
の
流
入
を
防
い
で
い
る
。
さ
ら
に
対
岸
に

遊
水
地
を
広
く
と
り
、
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
」。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
灌
漑
用
水
施
設
を
築
造
す
る
中
村
哲
は
、
山
田
堰
の

農
業
用
水
の
水
利
シ
ス
テ
ム
を
応
用
す
る
。
山
田
堰
に
佇
む
と
、
そ
の
河
川
空
間
が
何

と
も
い
え
な
い
不
思
議
な
世
界
に
満
た
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
水
利
シ
ス
テ
ム
は
古
賀
百

工
の
30
年
に
わ
た
る
筑
後
川
の
流
れ
の
観
察
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
地
勢

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
西
南
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
調
査

隊
編
『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
水
と
社
会
―
１
９
６
７
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
１
９
６
９
年
）

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
追
っ
て
み
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
カ
シ
ワ
の
葉
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
。
中
央
部
は
高
原
状
で
地
中
海
ヒ
マ
ラ
ヤ
造
山
帯
の
一
部
を
な
し
、

イ
ン
ド
地
塊
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
低
地
を
分
断
し
て
い
る
。
山
の
多
い
地
勢
で
あ
る
が
、

北
部
や
南
西
部
に
平
野
が
広
が
る
。
も
っ
と
も
高
い
地
点
は
標
高
７
４
９
２
ｍ
の
ノ
シ

ャ
ッ
ク
山
で
、
国
土
の
大
半
は
乾
燥
し
て
お
り
、
真
水
が
供
給
で
き
る
と
こ
ろ
は
限
ら

れ
て
い
る
。
気
候
は
大
陸
性
で
夏
は
暑
く
、
冬
は
寒
く
、
乾
燥
地
帯
で
あ
る
。
乾
燥
地

帯
と
は
蒸
発
量
が
降
水
量
を
上
回
る
地
域
を
指
す
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
沙
漠
は
年
間
降
水
量
が
わ
ず
か
１
０
０
㎜
足
ら
ず
。
し
か
も
年
間

蒸
発
量
は
２
０
０
０
㎜
～
３
０
０
０
㎜
に
も
及
ぶ
。
主
要
産
業
は
農
業
で
あ
る
。
農
業
が

基
幹
産
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
耕
作
さ
れ
て
い
る
地
域
は
全
土
の
12
％
に
過
ぎ
な
い
。

不
耕
地
が
圧
倒
的
に
多
い
。
灌
漑
は
、
天
水
灌
漑
、
河
川
（
湧
水
）
か
ら
の
導
水
、
そ
れ

に
カ
レ
ー
ズ
に
よ
る
灌
漑
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
水
不
足
は
な
か
な
か
解
消
さ
れ
な
い
。

医
者 

井
戸
を
掘
る

　

中
村
哲
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
医
療
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
何
度
も
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
大
干
ば
つ
に
遭
遇
す
る
。
大
地
は
干
し
上
が
り
、
感
染
症
が
蔓
延
す
る
体
験

か
ら
、
診
療
所
で
水
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
。「
と
に
か
く
生
き
て
お
れ
、
病
気
は
あ
と

で
治
す
」
の
心
意
気
で
、
ま
ず
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
７
０
０
人
を
指
揮
し
て
１
０
０
０
基

の
井
戸
を
掘
り
、
大
干
ば
つ
に
あ
え
ぐ
人
々
を
助
け
た
。
中
村
哲
著
『
医
者 

井
戸
を
掘

る
―
ア
フ
ガ
ン
旱
魃
と
の
闘
い
―
』（
石
風
社
・
２
０
０
１
年
）
が
あ
る
。

　

医
療
活
動
に
つ
い
て
、
中
村
哲
著
『
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
へ
の
道
―
ア
フ
ガ
ン
難
民
と

と
も
に
―
』（
石
風
社
・
１
９
９
３
年
）、
同
著
『
医
は
国
境
を
越
え
て
』（
石
風
社
・
１
９
９

９
年
）、
澤
地
久
枝
と
の
対
談
『
人
は
愛
す
る
に
足
り
、
真
心
は
信
ず
る
に
足
る
―
ア
フ

ガ
ン
と
の
約
束
―
』（
岩
波
書
店
・
２
０
１
０
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

飢
え
と
渇
き
は
薬
で
は
治
せ
な
い
。
清
潔
な
飲
料
水
と
十
分
な
農
業
生
産
が
あ
れ
ば
、

病
の
多
く
は
救
え
る
と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
に
、
灌
漑
用
水
路
づ
く
り
に
挑
む
。

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
建
設

　

中
村
哲
著
『
医
者
、
用
水
路
を
拓
く
―
ア
フ
ガ
ン
の
大
地
か
ら
世
界
の
虚
構
に
挑
む

―
』（
石
風
社
・
２
０
０
７
年
）
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ク
ナ
ー
ル
河
に
斜
め
堰
を
つ
く
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アフガニスタンの大地に命の水を37

り
、
全
長
13
㎞（
そ
の
後
延
長
さ
れ
た
）
に
わ
た
る
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
建
設
を
記
す
。

こ
の
用
水
路
は
取
水
量
４
・
５
㎥
／
ｓ
～
５
・
５
㎥
／
ｓ
、
灌
漑
面
積
約
９
７
０
０
ha
、

分
水
路
延
長
７
・
２
㎞
、
付
帯
施
設
（
橋
、
水
道
橋
、
遊
水
地
）
を
設
置
、
水
路
の
土
砂

防
止
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境
に
も
十
分
に
考
慮
さ
れ
水
路
沿
い
に
柳
な
ど

12
・
５
万
本
が
植
樹
さ
れ
た
。

　

ク
ナ
ー
ル
河
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
の
雪
解
け
水
が
一
気
に
押
し
寄
せ
て
く

る
荒
い
川
で
あ
る
が
、
干か

ん
て
ん天

が
続
く
と
優
し
い
川
に
変
化
す
る
。
低
予
算
の
た
め
近
代

的
な
土
木
機
器
を
欠
く
な
か
で
、
人
力
に
頼
り
、
多
く
の
蛇じ

ゃ

籠か
ご

に
よ
っ
て
い
る
。
悪
戦

苦
闘
の
４
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
。
今
で
は
沙
漠
地
帯
に
緑
が
広
が
っ
て
い
る
。

用
水
路
管
理
に
は
苦
労
が
絶
え
な
い
。
こ
の
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
斜
め
堰
の
施
工
に
、

筑
後
川
に
お
け
る
江
戸
期
に
つ
く
ら
れ
た
山
田
堰
を
参
考
に
し
た
と
い
う
。
福
岡
県
大

牟
田
市
に
住
所
の
あ
る
中
村
哲
は
、
用
水
路
施
工
中
に
帰
国
し
た
際
、
白
川
、
緑
川
を

歩
き
、
加
藤
清
正
の
水
制
御
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
石い

し
は
ね刎

、
鼻
ぐ
り
井
手
工
法
を
学
ん
で
い

る
。天

、
共
に
在
り

　

中
村
哲
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
大
干
ば
つ
に
伴
い
、
井
戸
を
掘
り
、
農
業
用
水
路

を
つ
く
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
び
と
と
と
も
に
命
の
水
を
送
り
つ
づ
け
る
。
そ
の

苦
闘
の
過
程
を
綴
っ
た
中
村
哲
著
『
天
、
共
に
在
り
―
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
三
十
年
の
闘

い
―
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
２
０
１
３
年
）
が
あ
る
。

　

１
９
８
６
年
～
２
０
０
１
年
命
の
水
を
求
め
て
（
内
戦
下
の
診
療
所
開
設
、
大
旱
魃
と
空
爆

の
は
ざ
ま
で
）、
２
０
０
２
年
～
２
０
０
８
年
緑
の
大
地
を
つ
く
る
（
農
村
の
復
活
を
目
指
し

て
、
真
珠
の
水
―
用
水
路
の
建
設
―
、
基
地
病
院
撤
収
と
邦
人
引
き
揚
げ
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
を
目

指
せ
）、
２
０
０
９
年
～
沙
漠
に
訪
れ
た
奇
跡
（
大
地
の
恵
み
―
用
水
路
の
開
通
―
、
天
、
一

切
を
流
す
―
大
洪
水
の
教
訓
―
）
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　

熱
砂
の
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
は
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
。
そ
の
地
に
２
０
０
９
年
８
月
３
日
、

こ
の
荒
野
で
働
く
４
０
０
名
の
ア
フ
ガ
ン
人
が
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
、
マ
ル
ワ
リ
ー

ド
用
水
路
全
長
約
24
㎞
を
突
貫
工
事
で
開
通
さ
せ
、
水
が
流
れ
出
し
た
。
そ
の
瞬
間
足
か

け
７
年
に
わ
た
る
汗
の
結
晶
が
実
を
結
び
、
３
０
０
０
ha
の
農
地
が
回
復
し
た
。「
神
は
偉

大
な
り
！
」。
期
せ
ず
し
て
歓
声
と
拍
手
が
起
こ
り
、
現
場
は
興
奮
の
渦
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
書
は
、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
知
る
を
楽
し
む
―
こ
の
人
こ
の
世
界
』
に
お
い
て
２
０

０
６
年
６
～
７
月
に
放
送
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め
た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
命
の
水
を
求

め
て
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
２
０
０
６
年
）
に
加
筆
し
た
も
の
。
さ
ら
に
、
中
村
哲
著
『
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
考
え
る
―
国
際
貢
献
と
憲
法
九
条
』（
岩
波
書
店
・
２
０
０
６
年
）
が
あ
る
。

緑
の
大
地
計
画

　

中
村
哲
著
『
ア
フ
ガ
ン
・
緑
の
大
地
計
画
―
伝
統
に
学
ぶ
灌
漑
工
法
と
甦
る
農
業
―
』

（
石
風
社
・
２
０
１
７
年
）
に
は
、
日
本
に
お
け
る
治
水
・
利
水
の
河
川
伝
統
工
法
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
河
川
と
灌
漑
の
類
似
性
に
つ
い
て
、
①
急
流
河
川
が
多

く
、
夏
冬
の
水
位
差
が
著
し
い
こ
と
、
②
山
間
部
の
山
麓
や
小
さ
な
平
野
に
田
畑
が
あ

り
、
狭
い
土
地
で
の
集
約
的
な
農
業
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ

て
取
水
と
灌
漑
方
法
に
あ
る
種
の
類
似
性
が
あ
り
、
近
代
工
法
が
不
可
能
な
ア
フ
ガ
ン

の
農
村
で
は
維
持
・
補
修
が
自
ら
行
な
う
こ
と
が
可
能
な
単
純
な
工
法
に
よ
り
、
日
本

の
古
い
水
利
施
設
が
役
立
っ
た
と
い
う
。

　

資
材
と
し
て
、
蛇
籠
工
、
護
岸
や
石
出
し
水
制
、
柳り

ゅ
う
し
こ
う

枝
工
、
剣
山
・
粗そ

朶だ

柵さ
く

工こ
う

を
施

し
、
河
川
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
。
治
水
対
策
と
し
て
、
①
取
水
堰
の
近
傍
に
溢い

っ
す
い水

防

止
を
目
的
と
し
て
連
続
堤
防
を
配
置
し
、
堰
上
流
で
河
道
分
割
、
②
取
水
堰
上
下
流
の

急
流
部
に
浸
食
防
止
を
目
的
と
し
て
連
続
堤
防
と
高
水
敷
保
護
の
越
流
型
水
制
を
配
置
、

③
ひ
ん
ぱ
ん
に
村
落
を
脅
か
す
洪
水
流
侵
入
地
点
に
植
生
工
を
施
し
た
連
続
堤
防
を
配

置
し
、
河
道
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
流
方
向
を
変
更
し
た
。

　

取
水
堰
（
頭
首
工
）
は
、
ク
ナ
ー
ル
河
土
砂
流
入
を
防
ぐ
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
①
斜

め
堰
、
②
二
重
堰
板
式
取
水
門
、
③
急
傾
斜
の
主
幹
水
路
、
④
沈
砂
池
（
送
水
門
、
排
水

門
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
堰
の
特
徴
と
し
て
、
①
堰
の
越
流
幅
を
で
き
る

だ
け
長
く
と
っ
て
通
過
す
る
越
流
水
深
を
抑
え
、
堰
体
の
単
位
面
積
に
か
か
る
負
荷
を

減
じ
、
か
つ
水
位
変
動
を
最
小
に
抑
え
て
い
る
、
②
河
道
全
面
積
上
げ
で
河
床
低
下
を

防
い
で
い
る
、
③
堰
の
平
面
形
状
を
上
流
側
に
向
け
て
半
楕
円
形
を
描
く
よ
う
に
と
り
、

越
流
す
る
流
れ
を
河
道
の
中
心
に
集
め
、
対
岸
へ
の
影
響
を
防
い
で
い
る
、
④
大
洪
水

に
対
し
て
は
通
過
水
量
が
限
界
を
越
え
な
い
よ
う
、
近
傍
で
河
道
を
分
割
し
た
り
、
砂

州
全
体
を
堰
の
一
部
に
組
み
込
ん
だ
り
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

治
水
神
・
禹
王
の
影
響

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
村
哲
の
河
川
づ
く
り
は
、
ア
フ
ガ
ン
の
人
び
と
を
心
か

ら
愛
し
、
河
川
法
に
基
づ
く
治
水
・
利
水
・
環
境
の
三
つ
の
目
的
す
べ
て
を
取
り
入
れ

て
現
場
主
義
を
貫
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
施
工
法
で
あ
る
。
行
基
や
空
海
な
ど
の
池
づ

く
り
の
土
木
事
業
は
利
他
的
な
行
為
で
あ
っ
て
、
そ
の
根
底
に
は
宗
教
的
救
済
精
神
が

貫
か
れ
て
い
る
が
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
医
者
で
あ
る
中
村
哲
の
精
神
に
も
通
じ
る
も
の

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
精
神
を
含
め
て
、
誰
か
ら
河
川
哲
学
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
報
（
Ｎ
Ｏ
．
１
４
０
）
に
、「
治
水
」
と
「
洪
水
制
御
」
東
洋
に
お
け

る
水
と
い
う
テ
ー
マ
で
「
禹う

」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
禹
は
五
帝
時
代
の
聖
王
・
舜
に

仕
え
、
困
難
な
黄
河
の
治
水
・
灌
漑
工
事
を
行
な
っ
て
尊
厳
を
集
め
、
禅
譲
に
よ
っ
て

皇
帝
と
な
り
、
後
に
夏
王
朝
を
開
い
た
。
禹
は
徹
底
し
た
現
場
人
間
で
、
直
接
工
事
を

指
導
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
中
村
哲
の
河
川
哲
学
は
、
禹
王
、
古
賀
百
工
の
精
神
を

貫
き
、
時
代
的
、
地
域
的
空
間
を
超
え
、
今
ア
フ
ガ
ン
の
大
地
に
花
開
い
た
。

　

最
後
に
、
禹
王
に
関
す
る
書
と
し
て
、
大
脇
良
夫
・
植
村
善
博
編
著
『
治
水
神 

禹
王

を
た
ず
ね
る
旅
』（
人
文
書
院
・
２
０
１
３
年
）、
王
敏
著
『
禹
王
と
日
本
人
―
「
治
水
神
」

が
つ
な
ぐ
東
ア
ジ
ア
―
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
２
０
１
４
年
）、
植
村
善
博
＋
治
水
神
・
禹
王
研

究
会
著
『
禹
王
と
治
水
の
地
域
史
』（
古
今
書
院
・
２
０
１
９
年
）
を
挙
げ
る
。

 
〈
ア
フ
ガ
ン
の
大
地
に
水
を
引
い
た
日
の
中
村
医
師
の
輝
く
笑
顔
〉（
瀧
上
裕
幸
）


